
「目と指と声で！繰り返し」 ～3年生 漢字の学習～ 

〇５月１０日 

 3 年生が国語の時間に新出漢字の学習を行っていました。 

 まず、全員で漢字を音読。自分で声に出して耳から音で覚えます。 

 

                           

その後、「はじめは目で！」 

             子どもたちは黒板に書かれる漢字を目で追います。形と書 

き順をしっかりと覚えます。 

 

 

 

              

「次は指で！」 

             次は手元にある漢字ドリルを指でなぞります。 

 

 

 

 

              「机でなぞって！」 

              その次は漢字を指で机に書きます。 

 

 

 

 

              

「そら書きします。」 

全員で腕を上げ、空に漢字を書きます。 

 

「では、ドリルをやってください。」 

ドリルに鉛筆で書きます。 

 

たった一文字の漢字を何度も繰り返します。 

声に出し、耳で聞き、目で追い、指でなぞる…。 

 

漢字は繰り返しが基本ですが、それでもなかなか覚えられないもの。そこで、様々な活

動で子どもたちに定着させていきます。 

 

よく工夫された質の高い授業が行われています。 


